
第２学年１組 生活科学習指導案 

 

令和７年１０月３１日（金） 第５校時 

 

 

 

１ 単元名 「つくってあそぼう うごくおもちゃ」 （１８時間） 

 

２ 単元について 

 

（１） 児童の実態について 

本学級の児童は，明るく活発であり，休み時間になると校庭に出て元気に遊ぶ姿が見られ

る。当番活動や係活動にも積極的に取り組んでいる。また，生活科の学習には意欲的で，多

くの児童が楽しみにしている。 

これまでの生活科の学習で，校庭で春を探したり，夏を探したりする中で，学校の自然と関

わる活動をしてきている。また，ミニトマトの苗を植えて育てたり，学校内にある木の実を拾った

り，虫を捕まえたりなどして自然と親しみながら遊ぶ楽しさに気付いたり，自然の不思議さを感

じ取ったりしてきた。自然のもので遊ぶ経験は学校等でたくさんしてきているが，身近な物を

使って遊ぶ経験は乏しい。ペットボトルや牛乳パック，輪ゴム等は，使い終わったら不要なも

のであるという認識を新しい価値に変えていき，自分たちの生活を豊かにしていけると感じて

もらいたい。また，友達と比べたり，競争したり，相談したりしながら作ることで，おもちゃをもっ

と工夫してみたいという思いや，遊び方をこんなふうに変えてみようという考えなどを大切にし，

学習を進めていきたい。 

 

（２） 単元設定の趣旨と構成上の配慮 

本単元は，学習指導要領の内容（６）「自然や物を使った遊び」を受けて設定したものであ

る。第１学年「あきをたのしもう」では，素材そのものの特性を生かした遊びを通して，素材その

ものへの気付きを意図した活動を行ってきた。第２学年の本単元で，児童は，自分達で動くお

もちゃを作ることで，身近にある物で動くおもちゃを作ることを通して，身近な物で遊べるという

ことを知り，身の回りの自然物や身近な物への意識が広がる。そして，もっと楽しくなるように

材料を組み合わせたり，粘り強く工夫を繰り返したりする中で，よりこだわりをもってそれらに関

わろうとする力が育つと共に，動くおもちゃや材料の面白さ，不思議さへの気付きの質が高ま

っていく。さらに，学習後半のおもちゃ大会をしよう（おもちゃランドへようこそ）では，学習指導

要領の内容（８）「生活や出来事の伝え合い」の要素が多い。１年生と一緒に楽しむ場を設け

ることで，学級みんなが協力し合いながら，より楽しくするための工夫を深めていくことができ

ると考える。１年生のために自分たちで工夫の仕方を考え，楽しんだり喜んだりしてもらい，自

分達の工夫が認められることで，その嬉しさや達成感を味わい，相手のことを思って，工夫す

ることのよさを改めて感じられるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 児童の実態は、当日配付いたします。 



（３）児童の意識の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

身近にある物を使って動くおもちゃをつくって遊ぶ活動を通して，試行錯誤を繰り返しなが

らおもちゃをつくったり遊び方を工夫したりすることができ，その面白さや不思議さに気付くと

ともに，みんなと楽しみながら遊びを創り出すことができるようにする。 

１ 

うごくおもちゃを作

ろう（７） 

ペットボトルのキャッ

プはよく転がる。 

 

空き缶で何がで

きるかな。 

３ 

おもちゃ大会をしよ

う（おもちゃランドへ

ようこそ）（６） 

 

おもちゃづくりやお

もちゃ大会（おもちゃ

ランド）を振り返ろう 

（１） 

 

） 

 

〇〇さんのは速いな。 

もっと速くならないか

な。 

引っ張る力加減を変

えるとよく飛ぶね。 

多様な活動の場 

・見付ける 

・比べる 

・たとえる 

・試す 

・見通す 

・工夫する 

 

   試す 

   ↓ 

  工夫する 

   ↓ 

気付きの交流 

 

丈夫にするとたく

さんあそべるな。 

簡単にしてあげた

方がいいのかな。 

 

みんなでたのしく遊ぶ

ことができるように工

夫することができたよ。 
がんばってやった

ことで喜んでもら

えた。 

伝え合い交流 

する場 

２ 

つくったおもちゃで 

あそぼう（４） 

車が作れるかもしれな

いな。 

〇〇さんのは，な

ぜ，よく飛ぶのだ

ろう。 

児童の意識 活動 
教師の働きかけ 

１年生に楽しんでもら

いたいな。 

一年生にはルールを変えて

やりやすくしてあげよう。 

振り返る場 

ゴムを増やしたら

いいかな。 

深い学びの 

実現 

もっと○○する

にはどうしたら

いいかな。 

１年生に喜んで

もらうためには

どのような工夫

ができるかな。 



４ 単元の評価規準と小単元の評価規準（１８時間扱い） 

  

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単元の 
評価規準 

身近なものを利用してお
もちゃを作る活動を通し
て，その動きの面白さや
不思議さ，遊びに使うもの
をつくる面白さ，みんなで
遊ぶ楽しさについて気付
いている。 

身近なものを利用してお
もちゃを作る活動を通し
て，試行錯誤を繰り返しな
がら動くおもちゃを工夫し
てつくったり，遊び方を工
夫したりしている。 

身近なものを利用してお
もちゃを作る活動を通し
て，より滑らかな動きや上
手な動きへの思いや願い
をもち，おもちゃを改良し
ようとしている。また，おも
ちゃ大会に向けて，友達
とのつながりを大切にし，
よりよい遊びやルールを
創り出そうとしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
小
単
元
の
評
価
規
準 
 

１ 

うごく 

おもちゃ

を作ろう

(７) 

① 身近にあるいろいろな
材料の動きの特徴や
面白さに気付いてい
る。 

② 動くおもちゃについて,
そのつくりを調整した
り工夫したりすることで
よりよく動くことに気付
いている。 
 

① 身近にあるものの動き
や動かし方を実際に
確かめながら，それに
ついて表現している。 

② 調べた動かし方をもと
に，完成したおもちゃ
を思い描きながら設計
図をかいている。 

③ 動くおもちゃについて
友達と比べたり，試し
たりしながら，工夫して
つくっている。 

① 身近にあるものを利用
した遊びやうごくおも
ちゃについて関心をも
ち，進んで調べようと
している。 

② 動くおもちゃについて
関心をもち，道具や身
近な材料などを準備し
て，自分でつくろうとし
ている。 

③ 自分なりに思いや願
いをもち，改良しようと
している。 

２ 

作った 

おもちゃ

であそぼ

う（４） 

③ 動くおもちゃやみんな
で遊ぶことついて，動
きの面白さや不思議
さ,友達と自分との違
い，約束やルールが
大切なことやそれを守
って遊ぶことの楽しさ
に気付いている。 

 

④ 動くおもちゃについ
て，楽しい遊び方を考
えながら，それを絵や
文で表現している。 

④ おもちゃで遊ぶことに
ついて，友達と関わっ
たり，よりよい遊びや
ルールを創り出したり
して，おもちゃを楽しく
しようとしている。 

⑤みんなと楽しく遊ぶた
めに，道具や用具の片
付け，掃除，整理整頓
をしようとしている。 

３ 

おもちゃ

大会をし

よう 

（おもち

ゃランド

へようこ

そ） 

（７） 

④動くおもちゃを使って遊
ぶことについて，遊び
方を工夫する楽しさ，
約束やルールが大切な
ことやそれを守ってみ
んなで遊ぶことの楽しさ
に気付いている。 

○5おもちゃ大会（おもちゃ
ランド）に向けて，約束
やルールを考えたり,遊
びに来てくれた人に説
明したり，おもちゃを改
良したりしている。 

⑥おもちゃ大会（おもちゃ
ランド）で異年齢の友達
と関わったり，相手を尊
重したりしながらみんな
で楽しく遊ぼうとしてい
る。 

 

 

 



５ 指導と評価の計画 

小 単 元

名 

（時数） 

○主な学習活動 小単元の評価 

規準との関連 

評価規準から想定した具体的な子供の姿 

（評価方法） 

1  

うごくお

もちゃを

作ろう

(７) 

 

 

 

 

 

 

 

〇どんなことができそうか実

際に材料に触りながらう

ごかし方を見つける。(２) 

 

 

 

 

 

 

 

 

○見本のおもちゃや教科

書，本を参考にして，おも

ちゃに必要な材料や道

具を考えて設計図をか

く。（１） 

〇設計図にかいたおもちゃ

を一人でつくる。（１） 

 

 

〇同じおもちゃの友達とグ

ループになってつくり，遊

んだり競争したりする。

（２） 

 

 

 

 

〇友達と比べたり，工夫した

ところを教え合ったりし

て，試行錯誤しながら，さ

らに自分のおもちゃがより

よくなるようにする。（１） 

 

 

 

 

 

 

 

知・技

① 

 

思・判・表

① 

 

態① 

 

 

 

 

思・判・表 

② 

 

 

態② 

 

 

 

思・判・表 

○3  

 

知・技 

② 

 

 

 

態③ 

 

態③ 

 

 

 

 

 

・身近にあるいろいろな材料の動きの特徴や

面白さに気付いている。 

（発言・つぶやき） 

・身近にあるものの動きや動かし方を実際に

確かめながら，それについて表現している。                                

（行動・発言） 

・身近にあるものを利用した遊びやうごくおも

ちゃについて関心をもち，進んで調べようと

している。         （行動・つぶやき） 

 

 

・調べた動かし方をもとに，完成したおもちゃ

を思い描きながら設計図をかいている。 

（行動・カード） 

 

・動くおもちゃについて関心をもち，道具や身

近な材料などを準備して，自分でつくろうと

している。               （行動） 

 

・動くおもちゃについて友達と比べたり，試し

たりしながら，工夫してつくっている。 

（行動・カード・つぶやき） 

・友達と教え合うことで，自分の考えたおもち

ゃのよさや友達のよさに気付いている。 

（発言・つぶやき・相互評価） 

 

 

・自分なりに思いや願いをもち，改良しようとし 

ている。      （発言・つぶやき・カード） 

・友達に工夫したところを伝えたり，教えてもら

ったりして自分なりに工夫してつくったり遊

んだりしようとしている。 

（発言・行動・つぶやき） 

〔小単元の目標〕動くおもちゃを自分で考え，つくったおもちゃで遊んだり，友達と比べたり 

工夫を教え合ったりしながら，よりよく動くように改良することを通して， 

動くおもちゃをつくることの面白さや，おもちゃの動きの不思議さに気付く 

ことができる。 



２  

つくった

おもちゃ

であそ

ぼう（４） 

 

 

 

 

〇おもちゃの紹介をし，み

んなであそぶ。（１） 

 

〇遊んでいる中でこまった

ことや改善したことはない

か話し合う。（１） 

 

〇友達のつくったうごくおも

ちゃでさらに遊んで楽し

む。（２） 

 

 

 

知・技 

○3  

 

知・技 

○3  

 

 

思・判・表 

④ 

 

態④ 

 

 

態⑤ 

 

 
 
・おもちゃを改良したり，遊びの約束ルールを 
工夫したりすると，友達と楽しく遊べることの 
楽しさに気付いている。 

（発言・つぶやき） 
・遊びを工夫したり，みんなで楽しく遊んだり 

できる自分たちのよさに気付いている。 

（カード・発言） 

 

・動くおもちゃについて，楽しい遊び方を考え

ながら，それを絵や文で表現している。 
       （行動・カード） 

・おもちゃで遊ぶことについて，友達と関わっ
たり，よりよい遊びやルールを創り出したりし
て，おもちゃを楽しくしようとしている。 

（行動） 
・みんなと楽しく遊ぶ際，道具や用具の片付
け，掃除，整理整頓をしている。（行動） 

３ 

おもちゃ

大会をし

よう 

（おもち

ゃランド

へようこ

そ） 

（７） 

 

 

 

 

○「おもちゃランド」に向け

て話し合う。（２） 

 

 

 

○１年生も楽しめるようにお

もちゃを工夫する。（２） 

 

 

 

○１年生を招待して「おもち

ゃランド」を開く。（２） 

 

 

 

 

 

 

 

〇１年生を招待した「おもち

ゃランド」について振り返

る（１） 

 

 

 

思・判・表 

⑤  

 

 

 

知・技 

○4  

 

 

 

思・判・表 

○5  

知・技 

④ 

 

態⑥ 

 

 

 

態⑥ 

 

 

 

 

・おもちゃ大会（おもちゃランド）に向けて，約

束やルールを考えたり,相手に合わせておも

ちゃやルールを考えたりしている。 
（行動・つぶやき・カード・作品） 

 

・「おもちゃランド」での楽しさやおもちゃや遊 

びの工夫をしたことで相手を楽しませること 

ができることに気付いている。 

（つぶやき・カード・発言） 

 

・遊びに来てくれた人に遊び方やルールの

説明をしている。   （行動・つぶやき） 

・みんなと一緒に遊ぶと楽しいことや自分の 

つくったおもちゃで楽しんでもらえることに気 

付いている。（行動・つぶやき・カード） 

・１年生の友達と関わったり，相手のことを考

えながら行動したりして楽しく遊ぼうとしてい

る。            （行動・つぶやき） 

 

・みんなで遊んだことを振り返ったり話し合っ

たりしようとしている。 

（発言・つぶやき・カード） 

〔小単元の目標〕自分たちがつくったおもちゃで、遊び方やルールを工夫しながら、みんなと遊び 

を楽しむことができる。 

〔小単元の目標〕招待したい相手（１年生）を想像し，おもちゃ大会（おもちゃランド）を楽しんで

もらうためには何ができるのか考えて活動を計画し，場を作ったり運営したりする。 



６ 本時の学習指導（１３/１８） 

（１） 目 標 

１年生の立場を想像したり，クラス内での活動を振り返ったりすることを通して，相手によ

って遊び方を工夫することの大切さに気付き，１年生が楽しめる「おもちゃランド」について

話し合うことができる。  

 

（２）  展 開 

児童の活動・意識 評価（●） と 支援（〇） 時間 

１ 前時を想起する。 

・１年生をしょうたいして「おもちゃラン

ド」をひらく。 

 

２ 本時の課題を知る。 

 

・１年生のためにがんばらないと。 

 

３ 話合いの方向性を決める。 

・ルールをかえたほうがいいかな。 

・遊び方を簡単にしようかな。 

・安全に使えるようにおもちゃを工夫

したほうがいいかな。 

 

４ グループごとに，「にっこにこ会議」

を行い,おもちゃについて話し合う。 

 

・説明する看板はひらがなにするか読

み仮名を書いた方がいいよね。 

・おもちゃを丈夫にしたらいいかな。 

・危ないところをしっかり隠そうか。 

・ルールをやさしくしよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分たちのおもちゃを使って「おもちゃランド」

を開くことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

〇全体でどのように話し合うかを共通理解する。 

〇自分たちで遊ぶときと異なり，１年生のためにと

いうことを意識させる。 

 

 

 

〇グループで話し合うことで，考えを広げたり深め

たりできるようにする。 

〇相手は何ができて何がまだできないのかなど,

相手の立場になって考えられるようにする。 

〇話し合ったことを整理するために，紙などに記

入させる。 

〇グループを周りながら声かけをしたり，よいつぶ

やきを全体に広めたりする。 

●「おもちゃランド」に向けて，約束やルールを考

えたり，１年生に合わせておもちゃやルールを

考えたりしている。 

【思・判・表－⑤】（行動・つぶやき・カード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

１０分 

 

 

 

 

 

１５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生が楽しめるような「おもちゃランド」を考えよう。 

 

具体的な児童の姿 

・約束やルールを変えようと考えている。 

（つぶやき・カード） 

・１年生に合わせて，おもちゃに工夫をしよう

としている。   （つぶやき・カード） 

・グループの友達と意見を出し合いながら話を

している。  （つぶやき・カード・行動） 



 

備考 活動場所：２年１組 

 

 

（３） 板書計画 

 

◎１年生が楽しめるような「おもちゃランド」を考えよう。 

 

楽しめる→「たのしいかった！」「もっとやりたい！」 

にっこにこ。 

 

  

 

 

 ⇒ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ グループで話し合ったことを，全体

で共有する。 

・看板をひらがなで書くようにします。 

・まとを大きくして得点しやすいように

します。 

・危ないところを隠して安全なおもち

ゃにしたいです。 

 

６ 本時の活動を振り返り，シートに記

入する。   

 

 

 

 

 

 

 

〇各グループの考えを黒板に掲示し，みんなが

見えるようにする。 

〇意見を共有することで，自分たちでは出なかっ

たアイデアやよりよい方法もあることに気付ける

ようにする。 

 

 

 

○振り返りカード（にっこにこカード）に本時の活

動を振り返り表現することで，活動内容を自分

なりに整理したり，気付きを蓄積したりする。 

〇次回に行いたいことも記入するように声をかけ，

見通しをもつことができるようにする。 

○話合いでは伝えきれなかったことがあった場合

もカードに記入してよいことを伝える。 

○個人で振り返りをさせた後，クラス全体で共有

できるように発表の場を設ける。 

 

 

 

 

 

 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

【にこにこ会ぎ】 

考えること（くふう） 

・あそび方 

・ルール 

・おもちゃをくふう 

・ 

・        など 

しょうたいする人 

   ・・・１年生 

・はじめて見る 

おもちゃ 

・年下 

・分からないことが

多いかも  

みんなで力を合わせて， 

１年生のためにじゅんびしよう！ 

規準に満たない児童への手立て 

・一人ずつに発言できるようにグループに声を

かける。 

・具体的な場面をイメージさせて，もっと楽し

くなる方法を考えさせるようにする。 


